
　（別紙４（２）） 事業所名   グループホーム　左右山

目標達成計画 作成日：　平成　２８年　３月　２２日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成

に要する期
間

1 10

電話や面会時には、利用者の生活状況等を報
告、意見も頂き、反映をしているが、様々な取り
組みについての報告や意見は一部のご家族様
のみになっている部分がある。

なかなかご面会に来られないご家族様も含
めて、施設から様々な案内や近況報告など
の情報発信を行い、各ご家族様からも様々
な意見を頂きながら運営に反映をしていく。

今まで同様に電話や面会時での近況報告を継
続的に発信していくとともに、毎月施設から送っ
ている通信を用いて、職員一人一人が利用者
様の担当を持ち、ご家族様宛に利用者様の
様々な生活風景や活動などの報告や取り組み
などを発信していく。

６ヶ月

2 4

運営推進会議では、基本的に施設側の運営状
況等などの報告が多く、新たな課題や提案が少
なく、行政、民生委員、家族代表の方からの意
見が少ない。

施設側だけでの運営だけではなく、様々な
課題や取り組みに対して、地域代表の方や
ご家族様にも働きかけ意見等を頂き、地域
の一員として共に運営に取り組んでいく。

様々な課題や取り組みなどについて、事前に
提案をし、会議の際には、様々な意見や要望
が頂けるように、工夫・取り組みを行っていく。
また、家族会の実施や家族代表からの意見を
取り入れていくような機会を設ける。

１２ヶ月

3 35

災害対策として、消防署の指導にて、防災訓練
や備蓄品は備えているが、地域住民の協力、
参加は得られていない。

災害の際には、地域住民に協力得て、地域
の一員として災害時の避難や防災などの対
応ができるような体制を作る。

地域の防災訓練などへの参加は続けながら新
たな地域資源を再確認しつつ、施設側から地
域住民への情報発信、また運営推進会議など
や地域代表の民生委員の方やご家族様から
も、地域の方への働き掛けを継続していく。

１２ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


